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2020年 1月、中国武漢で肺炎の流行が報じられたのをきっかけにあっという間に世界中で新型コロナウイ

ルス感染症の大流行パンデミックが起こっています。医療法人慈孝会、社会福祉法人安寿会の両法人が運営する

病院、老健、特養、通所施設などには新型コロナウイルスに対しリスクの高いご高齢の方がたくさん入院、入所、

ご利用いただいています。その高齢者の方々の安全のために、2月20日より面会制限に踏み切り、3月3日か

らは全面的に面会禁止（一時期、週1回30分に緩和）、施設への業者の方の出入りも制限させていただきまし

た。職員には、感染者にならないよう、繰り返し標準的予防策の徹底をお願いし、県外へ旅行した職員は2週間

自宅待機としております。また県知事の不要不急の外出自粛の要請を受け、4月14日からはいわゆる３密を避

けるよう繁華街での外食自粛、公共交通機関の利用制限など細かく指示を行っております。 

この間、3月11日には非常時情報収集本部（4月1日危機管理本部に改組）を立ち上げ、情報収集のみなら

ず、外来の縮小、長期処方の推進、消毒液（次亜塩素酸水バクスターゼット）の確保、事業所間の出入りを制限、

会議の在り方の見直しなど感染対策の徹底、マスク、ガウン、フェイスマスクなど必要な医療材料の在庫確認、

非常用備蓄食品の確認、災害用段ボールベッドの準備など、若いスタッフを中心に対策を練り、打ち出してきま

した。マスクは当面必要な数は備蓄できておりますが、現在はまだ職員には週に1枚の配布で我慢してもらって

います。いよいよの時には、毎日交換に切り替える所存です。 

ご家族の皆様には、面会ができず、大変ご心配な時を過ごしていただいておりますが、状況をご理解の上、ご

協力いただき、心より感謝申し上げます。病院、老健、特養などの入院入所施設が閉鎖しないですむように、通

所リハやデイサービスが休止しなくてすむように、法人から一人の感染者も出さないことを目標に、職員一同、

ご家族の方々、地域の方々と協力して、この難局を乗り切りたいと存じます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

2020年（令和2年）5月 

医療法人慈孝会 

社会福祉法人安寿会 

理事長 梶原 眞人 



パーキンソン病をご存知ですか？ 

        

さくら保育園 

 

 

  

 

従来は治らないとされていた脳神経の難病のうちで最も治療法が進歩したのがパーキンソン病です。脳内の神

経伝達物質であるドパミンが不足することが原因とされています。中高年で発症して、片手のふるえ、遅い動作、

前かがみの小刻み歩行などが数年かけて進行します。便秘、嗅覚障害は早い時期に、うつ、幻覚、認知症などは

進行期に出現する傾向があります。治療が不十分な場合は、転倒・骨折や寝たきりになるリスク 

が高くなります。 

治療薬としては、不足したドパミンを補充するレボドパ製剤と、ドパミン受容体に作用する 

ドパミンアゴニストが主体ですが、その他にいくつもの治療薬があります。脳の深部に電極を 

埋め込んで刺激する治療法もあります。 

適切な治療法により、生活の質（ＱＯＬ）は飛躍的に向上しますので、疑わしい症状があれ 

ば脳神経内科を受診してください。                       脳神経内科 奥田 文悟 

 

 

 

元気いっぱい、笑顔いっぱい❤にぎやかなお子様の声で 

新年度がスタートしました。病院内を散歩する１歳児さん 

は芝生を歩いたり、植物を触ったり思い思いに探索してい 

ます。 

「みてー！」「こっちにきてー！」と虫、草花等を発見すると、キラキラの笑顔で 

お友だちやスタッフに得意気な表情で知らせてくれるのは2歳児さんです。 

 自然豊かなこの環境で季節を感じながら、ワクワク、ドキドキ、楽しく過ごしていきます。 

                                                  

【診療科目】 ◇内科 ◇外科 ◇神経内科 ◇消化器外科  

◇脳神経外科 ◇形成外科 ◇リハビリテーション科 

 



 

 

コロナの影響で 

外出やイベントも 

なかなかできませんが、 

リハビリも頑張りながら 

みなさん元気に楽しく 

過ごしています！！ 

３月に撮影したひな祭りと節分の日。楽しそうにみなさん 

参加されました★今年も病気にも負けずに元気に過ごしていきます😊 




